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平成21年 度 長岡市地域コミュニティ事業補助金申込書

1 申込団体の概要および申込事業の計画等【公開対象】

2申 込団体の連絡先等【公開、非公開を選択※】

※
　
　
※

個人情報保護の観点から、広く公開してもよいものなら“公開"に、そうでないものは“非

を付けてください。

2の添付資料(名簿類 規約類】こついては、交付審査の際の資料として審査関係者に

合があります。

バ、 リ が な みしまらいとあつぶじつこういいんかい

団 体 名 三島ライトアツプ実行委員会

代 表 者 氏 名 (肩書 :代 表 )増 間 栄久雄

設 立 年 月 日 平成  19年  7月   1日 構 成 員 数 9人

設 立 目 的
=

本実行委員会は竹灯籠によるライトアップを通じ、住民に地域の歴史を感じて頂く

と共に三島地域を長岡市内外にアピールすることにより、今後の地域の発展に貢

献することを目的とする。

これまでの活動実績

平成19年 7月 みしま中央保育日「夕涼み会」にて竹灯籠を園児数製作し協力

平成19年 8月 「三島まつり」に新規イベントとしてライトアツプ事業として初参加

平成19年 3月 大野町内会の神社再建行事に伴い竹灯籠を貸し出し

平成19年 12月 日吉小学校「さわらび発表会Jに竹灯籠を貸し出し

平成20年 7月 みしま中央保育園r夕涼み会」にて竹灯籠を園児数製作し協力

平成20年 8月 「三島まつりJにライトアツプ事業として長岡造形大学の上野先

生、学生、三島中学校等からも協力を頂き、盛大に終わつた

平成20年 8月 トキめき新潟国体「提案型市民運動支援事業」にてみしま体育

館正面に「トッキッキ竹灯籠看板Jを設置し、三島地域内の保育

園、小学校の協力で「トッキッキぬりえ竹灯籠」をみしま体育館内

に展示して国体地元開催をPRした

平成20年 8月脇野町町内会r納涼盆踊り大会」に竹灯籠を150華 菫立生立__

添
付
資
料

事 業 計 画 ・別添「第3号様式 事業計画書Jのとおり

収 支 予 算 等 ・別添「第4号様式 事業の収支予算書」のとおり

その他、団体をPR

するパンフレット等
無

事 務 所 所 在 地 長岡市宮沢280番 地丁 公 開

電 話 FAX番 号 等

憎雪島舌 0258-42-272'     FAX 0258-42-3439

公 開
ホームページ htto//ww・●9 paa or昴/m sima/take

PCメ ー ル i take200905@ma‖ 賣oone p

担 当 者 連 絡 先

氏 名 増 FEH栄 久雄

公 開4 t 所 驀田市宮沢 280番 地 丁

,‐ 「▲Y丑 == 層日言夭 0258-42-2727 FAX 0258-42-3439

Eメールアドレス e rnasuma@io ocn neip

添
付
資
料

名簿またはこれに

類するもの
・別添のとおり 非公開

規約またはこれに

類するもの
・別添のとおり 非公開



第3号様式

事業①

事 業 計 画 書

業事 名 みんなでホタルをそ一つと見に行こう事業 (事業①)

事 業 実 施 の 目 的

=

三島地域の緑豊かな里山が育んだ水のきれいな川に生息しているホ

タルを観賞し、里山の魅力や環境保全の大切さをみんなで学び、保全活

動の一助とする。

幻想的なホタルと竹灯籠の「光」の共演により、ふるさとの思い出づく

りを行う。
コミセン活動とタイアップして、コミュニティセンターまつりの開催に合

わせ、前夜祭として取り組み、相互のPR活 動を実施する。

容内業事

上岩井地区及び蓮花寺地区61紙 図参照)の長岡市道沿いにおいて

ホタルの鑑員会、ホタルや環境保全に関する講演会を実施する。

街灯等の照明設備がない市道(約500m)に 竹灯籠約150基 を配置

して、幻想的に神秘的な雰囲気を作り上げるとともに、鑑賞参加者の安

全確保のために足元灯としても利用する。

実施日:6月 27日(土曜日)午 後7時から9時まで
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6月初旬 チラシ作製

6月 中旬 チラシ配布

準備・打合せ

6月 26日 竹灯籠配置、配置準備

6月 27日 午後5時 30分 より竹灯籠配置

午後6時 30分 点灯

午後6時 45分 講演会(30分程度)

午後7時 20分 ころから観賞会

午後9時終了 ロウツク消火 片付

地 域 活 性 化 の 波 及性

・長岡市内の他の地域では、ほたる祭り等を実施しているところはある

が三島地域では初めての試みである。
・あまり遅くない時間帯であるため、地域の親子連れやご家族で気軽に

参加可能である。
・里山を背景にホタルの光と竹灯籠の灯りで幻想的 神秘的な雰囲気を

味わつて頂ける。

・鳥越や蓮花寺、逆谷等のほかの地域でも実現が可能であり、今後、三

島地域内への波及性が期待できる。

※ 事業の内容は、詳細に記載してください。(別紙も可)



第3号様式

事業②

事 業 計 画 書

事 業 名 みんなで風鈴付竹提灯をつくつてみよう一:事業 (事業②)

事 業 実 施 の 目 的

6月 28日 (日曜日】こ開催される「みしまコミセンまつりJのイベントに協

力、参加する。
パネルや実物を展示、粉砕機の実演、風鈴付の竹提灯を実際に作つ

て体験してもらうことで、地域住民に竹灯篭事業を積極的にPRし 、市民

参加による事業への取り組みについて、理解や協力などを得る機会とす

る。

事 業 内 容

・今までの竹灯篭事業活動並びに里山再生事業、循環型利用事業(竹

の地産地消)に関する写真パネルの展示

・イベントで利用した竹を焼いた竹炭の展示

・粉砕機で竹を細かくして庭木等の雑草除けに再利用している物の展示

及び実際に粉砕機に竹を入れて細かくする実演

・体験型イベントとして風鈴付竹提灯を親子等で制作し、様々な形の竹

灯籠を紹介し、活用PRをする。(参加費 1個 500円、数豊 50個 )
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6月中旬

6月中旬

6月 27日

6月 28日

竹の切り出し

展示パネル製作

準備.搬入

午前 10時から午後3時まで

午後3時から 片付

展示、実演、体験イベント実施

地 域 活性化 の波及性

風鈴付竹提灯を持ち帰つて頂くことによつて、竹灯籠を身近に感じて頂

けてPR効 果につながる。

今後のライトアツプ活動への人的協力が得やすくなる。

「みしまコミセンまつり」に参加することにより、今後の活動のネットワー

ク作りの一因になり活動が拡がる。

三島地域市民に竹灯篭事業活動を通じ、里山再生事業、循環型利用

事業に理解が得られる。

※ 事業の内容は、詳細に記載してください。(別紙も可)



第3号様式

事 業 計 画 書

事業③

業事 名 みんなで造る創作竹灯籠事業 (事業③)

事 業 実 施 の 的

三島まつりのテーマである「みんなで創る三島まつり、みんなで楽しむ

三島まつり」を基本に、地域の住民参加による、まつり広場の竹灯籠事

業を実施する。

また、今まで使用してきた市販のロウツクを環境にやさしい「エコキヤ

ンドル」に少しずつ変えていき、環境保護活動や資源の再利用をPRす る

ことを目的とする。

容内業事

三島まつり会場の一角に市民広場を設置して、住民参加で竹灯籠約

3000個 を並べ、ライトアップする。

市民による、市民のための、市民の竹灯籠づくりを行う。
「エコキャンドル」を製作して、竹灯籠に使用する。

の

ル

で
　
一

ま施

ュ

実

ジ

業

ヶ

事

ス

6月 「エコキャンドル」つくり

みしまコミセンまつり会場に於いて

竹の切り出し、加工

竹の洗浄
「エコキャンドル」つくり

午前  竹灯籠の搬入

午後 竹灯籠の設置

午後 6時 30分  ロウツク点灯

午後 9時 30分  ロウツク消火

午後 6時 30分  ロウツク点灯

午後 9時 30分  ロウツク消火

午前 6時 00分  竹灯籠片付

7月 初旬

フ月中旬

7月 下旬

8月 15日

8月 15日

17

168月

8月

地域 活性 化の波及性

・三島まつりを盛り上げることができ、市民の「三島まつり」への参加意識

の向上に寄与できる。

市民で一つのものを作り上げることの素晴らしさを感じることで、連帯感

を一層強くすることができる。

今後「エコキヤンドル」を製作、使用していく事により、環境意識を少しず

つ変えていくことができる。ロウツク購入費の抑制につながる。

・三島の風物詩として竹灯籠を認識してもらうことにより、地域内のお祭

り等のライトアップなどに波及効果がある。

※ 事業の内容は、詳細に記載してください。(男1紙も可)



第4号様式

収入の部

支出の部

事 業 の 収 支 予 算 書
(単位:円〉

(単位 【円)

項  目 予算額 内 訳

地域コミュニティ事業補助金 (F) 500,000

己

金

自

資

三島ライトアツプ

実行委員会会計
136 300

定

源

特

財

寄附金 0

参加費 25 000 事業②:風鈴付竹灯籠作成体験参加料(@500×50個)

その他収入金 0

小 計 (D) 25,000

そ の

他

△
ロ 計 661.300

項  目 予算額 内 訳

補

助

対

象

経

費

消耗品費 315,000

事業①:ロウツク代12600円(@60円×200個)、ごみ袋、軍

手、雑巾等 17400円、計30000円

事業②:ロウツク代 3,30円(@60円×60個)、風鈴 (@105

円×60個)、ごみ袋、替刃、シュロ縄、上のう袋等

53720円、粉砕機等ガソリン代(202)2500円、計

60,000円

事業③:ロウツク代189000円(@03円X3.000個)、ごみ袋、

輸ゴム、廃油凝固剤、クレヨン、カセットボンベ代

等360011円、計225000円

印刷費 56.000

チラシ 資料等印刷代

事業① 250111円(@10円×2500部)

事業②i提灯用貼紙、資料、案内板等6000円

事業③ 251110円(010円X2500部 )

活動パネル製作費 28 000
事業②ツ` ネル等材ll代

会議費 35 000
お茶代(打合せ会議)

事業①:8000円、事業② 12000円、事業③ 15000円

謝金 20,000
事業①:講師謝礼10000、その他謝礼10000円

車両借上料 135 000

事業① 250110円(軽トラック1トントラック他)

事業② 55000円(軽トラックユニツク付トラック他)

事業③ 55000円(軽トラックユニツク付トラック他)

工具 器機等借上

料
60 000

事業② 60000円(粉砕機、卓上丸鋸 ホルソー付ドリル、

手引き鋸等)

道路使用申請手数

オ斗
4 300

事業①:申請手数料4300円(61E紙代 2000円、手数料
2000円 )

損害保険料 8 000
行事 ボランティア保険

事業①:2000円、事業② 3000円、事業③ 3000円

小  計 (C) 661 300



補

助

対

象

外

経

費 71  ヽ EI(B) 0

合  計 (A) 661 300

地 域 コミュニティ

事業補助金申込額
下記(F)の額を3a入 5 0 0 0 0 0 円

【地域コミュニティ事業補助金申込額算出の基礎】

支出の部合計(A)    補助対象外経費(B)     補助対象経費(C)

661.300円 661.300円

事業を実施することによつて得られる収入のうち、

補助対象経費に充てるもの

(C)(D)=補助金算出対象額

特定財源(D)

25000円

636.300円 X補 助 率 80%=

補助金額 (E)

509,040円

地域コミュニティ事業補助金(F)

500,000円

0円

※ 項目欄が不足する場合は、同類の項目をまとめて記入し、細日は別紙に記載してご提出ください。


